
岡山県在住

1962 岡山県に生まれる。
1982 京都芸術短期大学卒業後久保田晃建築研究所入所。

大阪市中央卸売市場二40阪和水産を経て
1994 髙原正伸建築設計事務所設立。
1999 岡山県建築士会平成10年度建築設計競技 最優秀賞
2001 第11回Ｓ・Ｘ・Ｌ住宅設計コンペ 大賞
2002 第12回Ｓ・Ｘ・Ｌ住宅設計コンペ 大賞
2004 小演劇のための仮設劇場デザインコンペ 審査員特別賞
2006 「ＯＭの町角」設計提案競技 大賞
2014 SDレビュー入選「54帖の中庭」
2018～うなぎ漁師

実物サイズ H250×W420×D220cm
実物重量 1000kg
実物素材 コールテン鋼

０帖台目の茶室『悼悼舎』
/ The zero-jo daime tea room "Totoya"
髙原次郎兵衛正伸
/ TAKAHARA Jiroubyouemasanobu

作家略歴

2026年
4月 作品設計図制作
5月～8月 素材＆部材見積り～発注
9月～12月 作品制作（部材加工）

2027年
1月～3月 作品制作（組立て）
4月～8月 錆びコーティング
9月 搬入

制作スケジュール

日本には古来、海で命を落とした者を「異界からの客人」として
丁重に迎え入れ、弔う精神が息づいていた。海は他界へと通じる
境界であり、そこに留まる死は、霊が帰るべき場所を失った不完
全な状態と見なされたからである。山口県大津島に今も残る「十
人墓」は、その象徴にほかならない。遭難し漂着した十人を、身
分や出自を問わず共同体の一員として手厚く葬り、今なお七夕に
供養を続けるその営みは、死を私事とせず、生者が共に引き受け
るという海辺の崇高な倫理を物語っている。

しかし、近代という大きな波が戦争や産業の論理を運んできたと
き、この「死者を引き上げる」という古来の規範に残酷な断絶が
生じた。1942年、長生炭鉱。日本人労働者とともに徴用された多
くの朝鮮人労働者を含む183名が、海底下の落盤事故によってそ
の命を奪われた。かつての慈悲の精神は、国家や効率という名目
のもとに忘却され、彼らの遺骨はいまなお暗く冷たい海底に放置
されたままである。引き上げられない死は、歴史の闇に沈められ
た「不在」として、現代社会の無情を静かに告発し続けている。

客畳を持たない０帖台目の茶室『悼悼舎（とうとうや）』は、こ
の断絶の淵に立つ。そこは、肉体を失い彷徨える魂を招き、一服
の茶を捧げるための場である。だが、主人の座る台目畳は失われ、
障子は外れ、屋根さえも張られず錆び朽ちたその姿は、死者を悼
む心さえ風化させてしまった現代の精神的貧困を露わにする。

死者を引き上げるとは、単に過去を掘り起こすことではない。そ
れは、時代や国境を越えて顧みられぬ死に光を当て、人が人であ
り続けるための倫理を現在において問い直す行為である。この朽
ちゆく茶室は、覆い隠された時間に抗い、海の底に置き去りにさ
れた尊厳を救い出そうとする、祈りにも似た慟哭の結晶なのであ
る。

※参考 大津島の十人墓とは、江戸時代、博多・能古島の御用船
が大津島沖で遭難し、漂着した十人の遺体を、島民が身分や出自
を問わず手厚く葬った墓である。以来、島では毎年七夕の日に供
養が続けられ、海で亡くなった無縁仏を弔う日本の民間信仰と、
共同体の倫理を今に伝える史跡である。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

髙原正伸建築設計事務所／岡山県

制作場所
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